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第１節 制御盤の設定

1



※図では写真撮影のため複数の部品を取り外してあります。
※リレー8chを搭載していますが、モーターにはリレーを2つ使うので、
このモデルは通常リレー4chとモーター2chの制御盤になっています。

１、Arsprout 8ch 制御盤とは

(b)(c)(d)

(h) (i)

(e)

(a)

(g)

(f)

(a)電源スイッチ
(b)無電圧接点リレー×4ch (最⼤5A)
(c)(d)窓開閉モーター制御リレー(2個でモーター1つを制御)
(e)1‐wire温度センサ接続ポート(マイコンの下の基板)
(f)LANポート
(g)制御⽤マイコンボード(Raspberry Pi3)
(h)アナログ電圧⼊⼒×2ch(0〜10V⼊⼒可能)
(i)アナログ電圧出⼒×1ch

Arsprout 8ch制御盤とは株式会社ワビットが開発し、サカタのタ
ネが販売を⾏っているUECS対応制御盤です。ここでは、完成品
でソフトウェア書き込み済みのSDカードをセットアップ済みの
ものを使⽤します。

(f)

(e)
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２、起動

PC

Ethernet HUB

制御盤

最初にPCと制御盤の間をHUBを介してLANケーブルで接続し、全ての機器
の電源を⼊れます。PCのIPアドレスと制御盤のIPアドレスが重ならないよ
うに設定します。制御盤の初期IPは192.168.1.70です。制御盤は起動に30秒
〜1分かかります。

※付属の1‐wire温度センサも接続します。
IPアドレス設定例
192.168.1.2
サブネットマスク
255.255.255.0 初期IPアドレス

192.168.1.70
サブネットマスク
255.255.255.0
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３、制御盤の設定確認

(1)PCからブラウザのURL指定欄
に”192.168.1.70”と⼊⼒してアク
セスすると、ログイン画⾯が出
てくるので、初期パスワー
ド”admin”を⼊⼒します。

(2)次に出てきた画⾯か
らセットアップ→ノード
設定を選びます。

(3)⼀番下に有効なライセン
スコードが⼊⼒されている
ことを確認します。

IPアドレス、ログインパス
ワード、時計などを適宜設
定します。

設定を変更したらOSを再起
動します。
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４、リレーの設定確認
(1)再びブラウザで制御盤にアクセスし、ログインします。

(2)セットアップ→アクチュエータ設定に⼊る。

(3)上の⽅に設定選択という
欄があるので、ここからス
イッチ1、スイッチ2、スイッ
チ3、スイッチ4を選んで図の
初期値になっていることを確
認します。

出荷時の設定では(a)欄は楕円
の箇所がスイッチごとに少し
違いますが、(b)欄は全て同
じ空欄になっています。

(a)

(b)

※この設定が異なると意図した
動作をしないことがあります。

スイッチ１

スイッチ２

スイッチ３

スイッチ４

設定を書き換えた場合は、保存
ボタンを押します。
最後にノード再起動ボタンを押
すことで設定したとおりに動作
するようになります。

5



設定を書き換えた場合は、保存ボタン、ノード再起動ボタンの順に
押して設定を反映します。

(2)PCからブラウザで制
御盤にログインし、
セットアップ→センサ
設定(1‐wire)に⼊ります。

(3)図の⾚枠の部分の設定を変更します。（1‐Wireアドレスは
違う⽂字が表⽰される場合があります）

５、温度センサの設定変更

(1)付属の1‐wire温度セ
ンサの利⽤設定を⾏い
ます。
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６、アナログ電圧⼊⼒の設定変更

(1)PCからブラウザで制御盤にロ
グインし、セットアップ→セン
サ設定(アナログ)に⼊ります。

(2)図の⾚枠の部分を書き換えます。（項⽬名(AI1)の部分
を”Volt.1”に項⽬名(AI2)の部分は”Volt.2”と⼊⼒する）
設定を書き換えた場合は、保存ボタン、ノード再起動ボタンの順に
押して設定を反映します。

7



７、制御モードの変更

(1)「トップ」に戻ります。

(2)図の「操作」のところでスイッチ1〜4を全て“AUTO”
に変更して更新ボタンを押します。その後、必ずブラ
ウザを閉じます。

(3)制御盤の３点切り替えスイッチを全て中央に⼊れます。
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８、ロジック開発ツールの起動

(1)PCのロジック開発ツー
ルがインストールされた
フォルダの中の四葉マーク
をダブルクリックします。

(2)最初に左のような
画⾯が表⽰されます。
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９、機器の登録

UECSでは⼀つのリレー（あるいは制御対象）に対して指令コマンドが
２つ出てきます。普段は”rcA”という⽂字が⼊っている⽅を使います。

UECSの命名規則では⼀つの機械の中に同じ機能が複数ある場合
は、”????.1.xxx”、”????.2.xxx”、”????.3.xxx”のように番号で表します。
例えばRelayopr.1.cMCはリレー１の状態、 Relayopr.2.cMCはリレー２の
状態を⽰します。

(1)接続機器の⾃動探索ボタンを
押します。

(2)検索画⾯が出るので
スキャンによる検索開始(S)
を押します。
(3)右のように機器が沢⼭検出さ
れるので、スクロールしつつ
Relayopr.1.cMC リレー状態
RelayrcA.1.cMC リレー指⽰
Relayopr.2.cMC リレー状態
RelayrcA.2.cMC リレー指⽰
Volt.1.cMC 電圧
Volt.2.cMC 電圧
InAirTamp.cMC 温室内気温
をチェックします。
（この後の実験に使う項⽬だけ
選んでいます）

(4)検索停⽌ボタンを押したあ
と登録ボタンを押します。
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１０、機器の登録

接続機器リストが登録され
ましたが、同じ名前が複数
のアイコンに付いてしまっ
ています。

このままだと分かりにくい
ので名前をつけ直します。

以下は表⽰名の変更例です。
CCM識別⼦ 表⽰名
Relayopr.1.cMC リレー状態1
RelayrcA.1.cMC リレー指⽰1
Relayopr.2.cMC リレー状態2
RelayrcA.2.cMC リレー指⽰2
Volt.1.cMC 電圧1
Volt.2.cMC 電圧2

ここまで作ったら最後にファイルに名前をつけて保存し
てください。
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１１、動作テスト

(1)接続機器リストの中のリ
レー指⽰１または２をダブ
ルクリックして設定画⾯を
出します。

(2)リレー指⽰1のテスト送信
データに1を⼊⼒してテスト送
信を押すと1番⽬のリレーが
ONになります。

(3)テスト送信データに0を⼊⼒し
てテスト送信を押すとリレーが
OFFになります。

(4)リレー指⽰2の⽅からは２番⽬
のリレーを制御できます。
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第２節 単純なサーモスタットを作る
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１、フローの配置

温室内気温

制御

リレー指⽰１

(1)アイコンをD&Dして図
のように配置します

(2)ロジックフローエリア内でア
イコンを他のアイコンにD&Dす
ると結線できます。
これでセンサ→制御→リレー
という流れを作ります。
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２、制御内容の作成（１）

(1)⻩⾊の制御アイコンをダブルクリックします。

(2)制御編集画⾯が出るので条件
⾏を追加を押します。

(3)「センサー機器を選択」

(4)「温室内気温」

(5)欄に25を⼊⼒
「より⼩さい」とき
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３、制御内容の作成（２）

(1)「制御対象機器を選
択」

(2)「リレー指⽰１」

(3)欄に１を⼊⼒
「固定値１を送信」

(4)「条件⾏を追加」

(5)「センサー機器を選択」

(6)「無条件で」

(7)「制御対象を選択」

(8)「リレー指⽰１」

(9)欄に0を⼊⼒
「固定値0を送信」
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４、完成したスクリプト

最後に更新ボタンを押します。

この操作で「25℃未満でリレーON」「それ以外の
場合はリレーOFF」という制御が完成しました。

リレーに温度を上げる装置を接続しておけば、温度
を25℃に保つサーモスタットとして機能します。
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５、制御の実⾏
(1)実⾏ボタンを押して制御を実⾏
してみます。
※実⾏前に作成したデータに名前
をつけて保存してください。

(2)この設定では1秒間隔で制御
が実⾏されます。
温度センサが25℃未満のとき、
リレーがONになる様⼦がわか
ります。

(3)試しに温度センサを握って温度を上げると25℃を
超えたところでリレーがOFFになるのが分かります。
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第３節 サーモスタットの改良
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PC

Ethernet HUB 制御盤

電球へ

40W⽩熱電球

温
度
セ
ン
サ

⽩熱電球にはフィラメント付近に1‐Wire
温度センサ先端のケーブルを３周巻き付
けた後、針⾦で縛って密着させます。

安全のため40W以下の電球以外使わないでください。
電球は浮かせてください。
⼝⾦に⾦属を接触させないでください。

１、電球を使ったサーモスタットの実験

温度センサ

ここでは⽩熱電球を熱源としてサーモスタットの試験を⾏います。
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２、単純なサーモスタットの弱点

第２節で作った制御の設定温度を書き換えて40℃にしました。

４０℃未満 ４０℃以上
この制御を実⾏すると、⽩熱電球が点いたり消えたりしなが
ら、温度を40℃付近に保つように制御されます。

しかし、この⽅法にはON/OFFの回数が⾮常に多くな
りやすいという弱点があります。
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３、単純なサーモスタットの弱点
温
度

(℃
)

計測時間(分)

グラフが潰れてしまって全てを表⽰できないが、

３０分間に８６回も点滅していた！・・・

秒単位でリレーの挙動と温度変化を記録したものが
以下のグラフになります。

何度もON/OFFすると制御の精度は上がりますが、機器
の寿命が縮むおそれがあります。

そのため、過剰なON/OFFを防ぎ、機器の消耗と制御の
正確さのバランスを取る必要があります。

0

1

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

リレー 温度

※室温20℃で計測
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４、実⾏間隔の調整

過剰なON/OFFを抑制する⼿段には
制御の実⾏間隔を変更する⽅法があ
ります。ただし、間隔が出⼒先の有
効期限を超えてはいけません。
（図では60秒間隔に設定してOK）
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0

1

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

計測時間(分)

温
度

(℃
)

温
度

(℃
)

0

1

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

0

1

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

リレー 温度

温
度

(℃
)

設定温度

設定温度

設定温度

ON回数
86 回

ON回数
15 回

ON回数
6 回

５、実⾏間隔の調整結果（30分間のデータ）

スクリプトの実⾏間隔を10秒、60秒にするとリレーのON回数は⼤
きく減らすことができました。しかし、実⾏間隔を伸ばすと、温
度を⼀定に保つ精度が落ちます。60秒間隔では設定温度を⼤きく
超えてしまい、実⽤にするには問題があることが分かります。
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６、不感帯付きのサーモスタット

不感帯のイメージ

リレーON リレーONリレーON リレーON

※センサの反応には遅れがあるため、不感帯の範囲に収まらずオーバー
シュートするのが⼀般的です。
※「不感帯」を「中⽴帯」「ヒステリシス」と呼ぶこともあります。

サーモスタットの動作を改良しました。「不感帯」を設けることで精度とON/OFF回
数のバランスを取ります。図では39.5〜40.5℃の間を温度が往復するような制御を⾏
います。この時、 39.5〜40.5℃の範囲は制御を⾏わない遊びの領域、不感帯になり
ます。
これを例えば39〜41℃の範囲に変更すれば温度制御の精度は落ちますがON/OFFの回
数は減らせます。誤差の許容範囲、許されるON/OFF頻度など、装置の性質や制御の
⽬的に合わせて不感帯の幅を変えることで対応することができます。

不感帯

下の不感帯を超えるとON

上の不感帯を超えるとOFF オーバーシュート

温
度

(℃
)
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PC

Ethernet HUB 制御盤

電球へ

40W⽩熱電球

７、２つのリレーを使った制御（１）

温度センサ

温度が低いときは電球を点灯し、温度が上がり過ぎたときは扇⾵
機を稼働させてみます。(扇⾵機は機械式のスイッチを持ち、通電
すればすぐに起動するものを使います)

温度センサ

扇⾵機へ

扇⾵機

ここで、２つ⽬のリレーに扇⾵機を追加してみます。

温度を上げる装置を制御して温度を⼀定に保つものをサーモ
スタットと呼びますが、ここでの扇⾵機のように温度を下げ
る装置を制御するものを逆サーモと呼びます。
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リレー指⽰１
（電球）

リレー指⽰２
（扇⾵機）

８、２つのリレーを使った制御（２）

図のように制御１にリレー１とリレー２の２つの出⼒を接続します。

(a)

(b)

制御１の中⾝です。(a)が電球で(b)が扇⾵機の制御を⾏うロジックで
す。リレーのON条件、OFF条件の⼤⼩関係が違うことに注意してく
ださい。このように複数のリレーを制御することも可能です。
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付録 サンプルプログラム
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１、電球を点滅させる

制御

特殊変数countと剰余演算⼦の併⽤で実⾏回数に応じて動作を変えら
れます。制御アイコンは出⼒だけつないでも作動します。

２、電球を３分間だけONにする

countが0になるのは起動直後なのでこれをトリガーにしてカウンタ
を初期化します。共通変数(va〜vj)を使うとスクリプト終了後も値が
残ります。

制御
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３、サーモスタットの改良ーON時間を3分以上確保する

制御１

制御２

制御１には普通のサーモスタットの動作を記述し、制御２に上級者
モード（通常モード）で時間をカウントする処理を⼊れます。
⼀度リレーがONになると、その後の気温に関わらず3分以上ONが継
続します。
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４、サーモスタットの改良ーOFF時間を3分以上確保する

制御２

制御１には普通のサーモスタットの動作を記述し、制御２に上級者
モード（通常モード）で時間をカウントする処理を⼊れます。
⼀度リレーがOFFになると、その後の気温に関わらず3分以上OFFが
継続します。

制御１
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